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仙南地域のシンボルである蔵王は、地域にとって、言わば『王様』です。大河原地方振興事務所では、 

蔵王を仙南地域共有の大切な財産とし、地域の皆さまとともに、地域振興を進めていきます。 

 

 

 

 

仙南地域における、宮城県各公所の取り組みを紹介します。 

 

雨上がりのしっとりとした

空気の中、協働して花苗の 

植栽を進める参加者の皆様  

の長年の絆で美しく彩られた道路が、行き交う人々の

心に安らぎを与えてくれることを願っています。            

【大河原土木事務所】 

６月 23 日(火)、前日までの大雨が奇跡的に上がり、

雨上がりの潤いを残す風が吹き抜ける中、「スマイルロ

ード/スマイルリバープログラム」の一環で、合同庁舎

周辺において、花苗植栽活動を実施しました。平成 24

年に始まり 15年目、通算 28回目を迎える本活動には、

宮城県建設業協会仙南支部 25名と大河原土木事務所 15

名の総勢 40 名が参加しました。今回植えたマリーゴー

ルドとカンナ、サルビアは、地元の大河原産業高校の生

徒さんたちが丹精込めて育ててくれたものです。地域を

支える建設業協会仙南支部の皆様と大河原土木事務所

の長年の絆で美しく彩られた道路が、行き交う人々の心

に安らぎを与えてくれることを願っています。 

 

大河原産業高校の生徒さん

たちが丹精込めて育てた 

マリーゴールド 
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納期内納税ＰＲ用ポスター 

今
年
度
の
自
動
車
税
は
、
県
全
体
で
約
92

万
台
（
約
３
２
２
億
円
）、
大
河
原
管
内
で
は

約
６
万
台
（
約
21
億
円
）
が
課
税
さ
れ
て
い

ま
す
。
納
め
て
い
た
だ
い
た
自
動
車
税
は
復

興
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
県
の
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
支
え
る
貴
重
な
自
主
財
源
と
な
り
ま

す
。 今

後
と
も
、
県
税
の
納
税
に
つ
き
ま
し
て

は
、
納
期
内
納
税
へ
の
御
理
解
と
御
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

【
大
河
原
県
税
事
務
所
】 

 
 

納期内納税を呼び掛ける横断幕 

自
動
車
税
の
納
期
内
（６
月
１
日
） 

納
税
啓
発
事
業
を
実
施 

宮
城
県
で
は
県
税
収
入
の
約
９
％
を
占

め
る
自
動
車
税
の
納
期
内
納
税
を
促
す
た

め
、
毎
年
５
月
に
「
自
動
車
税
納
期
内
納
税

啓
発
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

大
河
原
県
税
事
務
所
で
は
、
管
内
の
事
業

所
や
公
共
施
設
に
対
し
て
納
期
内
納
税
の

Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を
お
願
い
し
た
ほ

か
、
合
同
庁
舎
構
内
に
横
断
幕
や
の
ぼ
り
を

設
置
し
、
来
庁
さ
れ
る
皆
様
へ
自
動
車
税
の

納
期
内
納
税
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 く
ら
し
・ 

環
境 

商
工
業
・
雇
用
・

労
働 

納期内納税を呼び掛けるのぼり 

 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
催
に
つ
い
て 

 

白
石
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
７
月
25
日

（
土
）、
８
月
22
日
（
土
）、
１
月
16
日
（
土
）

に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
訓
練
内
容

や
学
費
、
入
試
日
程
、
修
了
後
の
就
職
状
況

な
ど
を
説
明
す
る
「
全
体
説
明
」、「
施
設
見

学
」
、
「
体
験
実
習
」
、
学
校
生
活
や
学
費
の

減
免
等
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
「
個
別
相

談
」
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。 

本
校
に
興
味
の
あ
る
方
や
入
学
を
検
討

さ
れ
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。 

 

な
お
、
今
年
度
の
募
集
は
「
情
報
通
信
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
科
」
（
訓
練
期
間
２
年
間
、
訓

練
場
所
：
１
年
次
は
白
石
校
、
２
年
次
は
仙

台
校
、
定
員
20
人
）
の
み
で
す
。
詳
し
く
は

本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

参
加
申
込
：
事
前
に
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

受
付
フ
ォ
ー
ム
か
ら
登
録
（
当
日
参
加
も
可

能
） 

     

【
白
石
高
等
技
術
専
門
校
】 

白石校校舎 

白石高等技術専門校 

ホームページ 
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作
付
け
が
行
わ
れ
た
水
田
は
、
Ｒ
７
年
度
に
工

事
を
実
施
し
た
１
区
画
約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

水
田
で
、
工
事
後
初
の
作
付
け
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
同
事
業
で
は
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
整
備
も

進
め
ら
れ
、
遠
隔
で
の
水
管
理
が
可
能
と
な
り

ま
す
。 

大
区
画
整
備
や
乾
田
直
播
と
い
っ
た
取
組

は
、
農
業
分
野
が
直
面
し
て
い
る
担
い
手
不
足

の
課
題
解
決
に
資
す
る
も
の
と
し
て
大
い
に

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

【
地
方
振
興
事
務
所 

農
業
農
村
整
備
部
】 

 

                             

  

      

 

 

 

                    

 

     
 
 

                       

                   

  

      

 

 

さ
つ
ま
い
も
栽
培
機
械
化
一
貫
体
系
実
演
会
を
開
催
し
ま
し
た 

 

観
光
・
文
化 

令
和
８
年
５
月
26
日
、
川
崎
町
内
の
ほ

場
を
会
場
に
「
さ
つ
ま
い
も
栽
培
機
械
化

一
貫
体
系
実
演
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

こ
の
実
演
会
は
、
農
業
・
園
芸
総
合
研

究
所
露
地
園
芸
部
の
試
験
の
一
環
と
し

て
、
ま
た
ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
ジ
ャ
パ
ン
株

式
会
社
様
の
協
力
を
得
て
開
催
し
た
も
の

で
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
と
し
て
Ｒ
Ｔ
Ｋ

（
高
精
度
測
位
技
術
）
を
活
用
し
た
「
畝

立
て
同
時
マ
ル
チ
展
張
」
と
「
さ
つ
ま
い

も
専
用
半
自
動
定
植
機
」
の
実
演
を
行
い

ま
し
た
。 

 

角
田
市
の
水
田
で
乾
田
直
播
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

作付けが行われた水田 

当
日
は
約
50
名
が
参
加
し
、
Ｒ
Ｔ
Ｋ
を
活

用
し
た
自
動
操
舵
ト
ラ
ク
タ
に
よ
り
、
精
度

が
高
く
真
っ
す
ぐ
な
畝
が
２
本
同
時
に
成
形

さ
れ
て
い
く
様
子
や
、
立
っ
た
ま
ま
の
姿
勢

で
行
え
る
定
植
作
業
を
見
学
し
ま
し
た
。 

 

【
地
方
振
興
事
務
所 

農
業
振
興
部
】  

実演機械の説明の様子 

試験内容の説明の様子 

 

半自動定植機の実演の様子 

農
林
畜
産
物 
農
林
畜
産
業 

直播専用の農業機械を用いた種まき 

令
和
８
年
４
月
15
日
、
角
田
市
の
県
営

農
地
整
備
事
業(
ほ
場
整
備)

「
高
田
萱
場

地
区
」
に
お
い
て
、
乾
い
た
水
田
に
直
接

種
を
ま
く
「
乾
田
直
播
」
の
現
地
検
討
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
乾
田
直
播
は
育
苗

や
田
植
え
の
手
間
を
省
く
こ
と
が
で
き
る

省
力
化
技
術
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
検
討
会
で
は
、
直
播
専
用
の
農
業
機

械
を
用
い
た
種
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 
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大
河
原
地
方
振
興
事
務
所
で
は
、
県
内

で
唯
一
林
業
の
専
攻
科
を
持
つ
大
河
原
産

業
高
校
に
対
し
、
毎
年
森
林
・
林
業
実
習

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
２

年
進
級
時
の
専
門
コ
ー
ス
選
択
を
見
据

え
、
農
業
科
学
科
１
年
生
を
対
象
に
、
仙

南
中
央
森
林
組
合
の
協
力
を
得
て
、
森

林
・
林
業
の
魅
力
を
伝
え
る
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
角
田
市
内
の
ス
ギ
の
伐
採
現

場
を
会
場
に
、
森
林
の
働
き
や
林
業
の
魅

力
を
紹
介
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
熱
心

に
耳
を
傾
け
、
質
問
を
交
え
な
が
ら
理
解

を
深
め
、
森
林
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

「
仙
南
地
域
和
牛
共
進
会
」
開
催
！ 

 

審
査
の
結
果
、
丸
森
町
の
大
内
重
夫
氏
が

出
品
し
た
第
４
区
の
「
ひ
ろ
み
」
号
及
び
「
ひ

ろ
み
ざ
く
ら
」
号
に
大
会
ナ
ン
バ
ー
１
の
名

誉
賞
が
、
角
田
市
和
牛
改
良
組
合
に
団
体
賞

が
そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
上
位
入
賞

牛
は
９
月
４
日
、
５
日
に
美
里
町
に
て
開
催

さ
れ
る
県
共
進
会
の
出
品
候
補
牛
と
な
り
ま

す
。 今

後
は
、
関
係
者
一
丸
と
な
り
、
県
共
進

会
に
向
け
た
調
教
指
導
や
牛
体
の
手
入
れ
等

を
行
い
、
チ
ー
ム
仙
南
で
上
位
入
賞
を
目
指

し
ま
す
。 

 

【
地
方
振
興
事
務
所 

畜
産
振
興
部
】 

大
河
原
産
業
高
等
学
校
農
業
科
学
科
１
年
生
向
け 

森
林
・林
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
開
催 

仙
南
地
域
の
優
秀
な
雌
牛
を
決
定
す
る

「
第
28
回
仙
南
地
域
和
牛
共
進
会
」
が
７

月
３
日
（
金
）
に
大
河
原
町
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

共
進
会
に
は
、
生
産
者
が
丹
精
込
め
て

育
て
上
げ
た
優
良
牛
計
18
頭
が
参
加
し

ま
し
た
。 

審査中の様子 

 

 

名誉賞を受賞した「ひろみざくら」号 

当
日
は
、
角
田
市
内
の
ス
ギ
の
伐
採
現

場
を
会
場
に
、
森
林
の
働
き
や
林
業
の
魅

力
を
紹
介
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
熱
心

に
耳
を
傾
け
、
質
問
を
交
え
な
が
ら
理
解

を
深
め
、
森
林
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

林
業
で
も
担
い
手
確
保
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
こ
う
し
た
森
林
・
林
業

の
普
及
活
動
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
で
、

将
来
の
地
域
林
業
を
支
え
る
人
材
育
成

の
一
端
を
担
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

  

【
地
方
振
興
事
務
所 

林
業
振
興
部
】 

 

  

真剣に耳を傾ける生徒たち 

森林へ案内して林業の魅力をＰＲ 

 

農
林
畜
産
業 



SENNAN THE KING 

 

 

5 

    

「
せ
ん
な
ん
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
ィ
ー
ク
２
０
２
６
」
開
催
！ 

                             

                     
 

    

  

  

                             

                      
 

    

 

  

「
若
年
性
認
知
症
の
方
と
家
族
の
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
交
流
会

（
Ｓ
ａ
ｋ
ｕ
ｒ
ａ
カ
フ
ェ
）」
を
開
催
し
ま
す
。 

 

■
開
催
日
・
場
所 

 
・
令
和
８
年
９
月
18
日
（
金
） 

白
石
市
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー 

・
令
和
８
年
11
月
20
日
（
金
） 

 

宮
城
県
大
河
原
合
同
庁
舎 

・
令
和
９
年
１
月
15
日
（
金
） 

 

角
田
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

■
時
間 

 

午
後
２
時
か
ら
午
後
３
時
30
分 

■
申
込
・
問
合
せ
先 

仙
南
保
健
福
祉
事
務
所 

 

成
人
・
高
齢
班 

 

０
２
２
４-

５
３-

３
１
２
０ 

お
住
い
の
市
町
村
窓
口
（
認
知
症
事

業
担
当
） 【

仙
南
保
健
福
祉
事
務
所
】 

 

 

認
知
症
は
、
一
般
的
に
は
高
齢
者
に
多
い

病
気
で
す
が
、
65
歳
未
満
で
発
症
し
た
認
知

症
は
、「
若
年
性
認
知
症
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

若
年
性
認
知
症
は
働
き
盛
り
世
代
で
発
症
す

る
た
め
、
ご
本
人
だ
け
で
な
く
ご
家
族
の
生

活
へ
の
影
響
が
大
き
く
な
り
や
す
い
特
徴
が

あ
り
ま
す
。 

Ｓ
ａ
ｋ
ｕ
ｒ
ａ
カ
フ
ェ
は
、
仙
南
地
域
に

お
住
ま
い
の
若
年
性
認
知
症
の
ご
本
人
や
ご

家
族
が
出
会
い
、
お
互
い
の
悩
み
・
経
験
・

思
い
な
ど
な
ん
で
も
話
せ
る
集
い
の
場
で

す
。
同
じ
思
い
の
仲
間
が
い
ま
す
。
ご
家
族

だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

 

■
対
象 

 
 
 

仙
南
地
域
の
事
業
所
、
飲
食
店
、
興
行
場
、 

旅
館
業
、
公
衆
浴
場
、
理
・
美
容
所
、
福
祉 

施
設
、
病
院
、
保
育
所
幼
稚
園
、
官
公
署
、 

そ
の
他
の
施
設
・
団
体
等 

■
問
合
せ
先 

 

仙
南
保
健
所 

成
人
・
高
齢
班 

 

（
電
話
）
０
２
２
４-

５
３-

３
１
２
０  

 

 

【
仙
南
保
健
福
祉
事
務
所
（
仙
南
保
健
所
）】 

 

  

せ
ん
な
ん
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
ィ
ー
ク

は
、
事
業
所
や
団
体
が
従
業
員
等
の
「
健
康

づ
く
り
」
や
「
働
き
方
の
見
直
し
」
に
取
り

組
む
き
っ
か
け
づ
く
り
を
応
援
す
る
事
業
で

す
。 仙

南
地
域
の
働
き
盛
り
世
代
の
健
康
課
題

で
あ
る
「
食
塩
摂
取
量
が
多
い
」「
歩
数
が
少

な
い
」「
喫
煙
者
が
多
い
」
の
解
決
に
向
け
た

「
自
己
チ
ェ
ッ
ク
」、
心
身
と
も
に
健
康
で
あ

る
た
め
の
「
働
き
方
改
革
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 

対
象
事
業
所
等
の
皆
様
の
御
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

せんなん健康チャレンジウィーク 

特設ページ 

せんなん健康チャレンジウィーク 

申込フォーム 

（申込受付期間７/24(金)～） 

健
康
・
福
祉 

サ

ク

ラ 

カフェの様子 
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みやぎ仙南の郷土料理である「お

くずかけ」のレシピや仙南地域でお

くずかけを提供している店舗を紹介

します。 

 

 

大河原地方振興事務所公式 X・Instagram「いいっちゃね、み

やぎ仙南！＃んだから～」では、宮城仙南地域のいいとこ情報

を積極的に発信しています。 

 

仙南地域で愛されている「まちのお菓子屋さん」 

やカフェ 60店舗を御紹介しています。「せんにゃん」 

と一緒に、スイーツ巡りをしてみてはいかがでしょ 

うか。 

X 

せんなんスイーツ 

ＰＲキャラクター 

「せんにゃん」 

Instagram 

みやぎ蔵王山麓に所在する白石市小原温

泉・鎌先温泉・白石湯沢温泉、蔵王町遠刈田

温泉及び川崎町青根温泉・峩々温泉の各温泉

地が連携し、「みやぎ蔵王温泉郷」として一体

的な情報発信や誘客の取組を行っています。 

「みやぎ蔵王三十六景」とは、みやぎ蔵

王を背景としたすばらしいスポットです。

仙南地域の新しい観光資源として、地域振

興を進めていくために、仙南２市７町の各

地から選定しました。 

観光・イベントに関するお知らせ 

観
光
・
文
化

 
宮
城
県
南
地
域
で
は
、
ナ
ゾ
解
き
発
見
ゲ

ー
ム
「
県
南
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
探

せ
！
２
０
２
６
」
を
開
催
中
で
す
。
県
南
２

市
７
町
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
か
ら

届
い
た
「
招
待
状
」（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）
に
書

か
れ
た
「
ナ
ゾ
」
を
解
き
、
隠
れ
て
い
る
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
を
見
つ
け
出
す
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
で
す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
と
ス
タ
ン
プ
を
集
め

て
応
募
す
る
と
、
抽
選
で
87
名
様
に
温
泉
宿

泊
券
な
ど
の
豪
華
賞
品
が
当
た
り
ま
す
。 

ぜ
ひ
、
県
南
の
食
や
文
化
、
歴
史
、
自
然

を
堪
能
し
な
が
ら
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
挑

戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

大河原町の「ナゾ」 詳細はこちらから 

■
開
催
期
間 

７
月
１
日
（
水
）
か
ら
９
月
30
日

（
水
）
ま
で 

■
応
募
用
紙 

県
内
の
主
な
観
光
施
設
等
に
配
架

し
て
い
る
ほ
か
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。 

 

【
地
方
振
興
事
務
所 

地
方
振
興
部
】 

 

県
南
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
探
せ
！
２
０
２
６ 
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例
年
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
主
催
事

業
「
満
喫
！
蔵
王
の
夏
」
を
、
今
年
も
開
催

し
ま
す
。 

今
年
の
テ
ー
マ
は
、『
夏
の
ラ
ス
ト
ペ
ー
ジ

を
親
子
で
め
く
ろ
う
』
で
す
。 

親
子
で
１
泊
２
日
の
宿
泊
体
験
を
通
し

て
、
蔵
王
の
夏
を
楽
し
み
な
が
ら
、
家
族
の

思
い
出
づ
く
り
と
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

詳
し
く
は
、
蔵
王
自
然
の
家
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

「ニジマスつかみ」 令和 7 年度 満喫！蔵王の夏 

 

 

 

  

【
蔵
王
自
然
の
家
】 

ま
た
、
親
子
で
協
力
し
な
が
ら
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
家
族
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
絆
が
深
ま
り
、
家
庭

で
は
得
難
い
貴
重
な
体
験
や
思
い
出
づ

く
り
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

【
参
加
者
の
感
想
よ
り
】 

初
日
は
ニ
ジ
マ
ス
つ
か
み
で
命
の
尊

さ
と
食
事
の
あ
り
が
た
さ
、
ラ
ン
タ
ン

作
り
は
子
ど
も
と
一
緒
に
作
り
上
げ
る

喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

子
育
て
・ 

教
育

満
喫
！
蔵
王
の
春 

■
日 

 

時 

８
月
29
日
（
土
）
～
30
日
（
日
） 

１
泊
２
日 

■
対 

 

象 

県
内
在
住
の
小
・
中
学
生
と
そ
の 

保
護
者 

■
場 

 

所 

蔵
王
自
然
の
家 

■
主
な
活
動 

ニ
ジ
マ
ス
つ
か
み
、
野
外
炊
飯
（
夏

野
菜
カ
レ
ー
を
作
ろ
う
）、
沢
登
り 

■
申
込
期
間 

７
月
７
日
（
火
）
～
28
日
（
火
） 

■
申
込
方
法 

蔵
王
自
然
の
家
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

「
満
喫
！
蔵
王
の
夏
」
申
込
ペ
ー 

ジ
か
ら
入
力
、
送
信
し
て
く
だ
さ 

い
。 

【
蔵
王
自
然
の
家
】 

「
親
子
で
春
の
自
然
を
思
い
っ
き
り
楽

し
も
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
25
家

族
78
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
春
の
蔵
王
の

豊
か
な
自
然
を
活
用
し
た
多
様
な
体
験
活

動
を
通
し
て
、
親
子
が
自
然
に
親
し
み
な

が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

ニ
ジ
マ
ス
つ
か
み
や
ラ
ン
タ
ン
制
作
、

散
策
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
た

ち
が
命
の
大
切
さ
や
自
然
の
豊
か
さ
を
学

ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

  

ま
た
、
親
子
で
協
力
し
な
が
ら
活
動
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
や
絆
が
深
ま
り
、
家
庭
で
は
得

難
い
貴
重
な
体
験
や
思
い
出
づ
く
り
の
機

会
と
な
り
ま
し
た
。 

活動の様子 

「野外炊飯」 令和 7 年度 満喫！蔵王の春 

 

集合写真 

満
喫
！
蔵
王
の
夏 
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【編集後記】 

今号から初めて本誌の編集を担当することになり

ました。執筆者の皆様に御協力いただき、読み応え

のある一冊に仕上げることができましたので、ご一

読いただけますと幸いです。次号でも県民の皆さま

のために日々奮闘する職員たちの輝かしい姿をお届

けいたします。ぜひともお楽しみに！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読者の皆様からのご意見、ご要望をお待ちしています。 

下記までお気軽にお寄せください。 

 

宮城県大河原地方振興事務所 地方振興部 

〒989-1243 柴田郡大河原町字南 129-1 

TEL：0224－53－3182（直通） 

FAX：0224－53－3076 

E-mail：oksinbk2@pref.miyagi.lg.jp 

ＨＰ：https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/oksgsin-e/ 

 

                            

 

     

 

韓国済州島発祥のトレッキングコース「オルレ」の魅力を楽しめる「宮城オルレ」の県内７か所目、仙南地域

では２か所目となる「蔵王・遠刈田温泉コース」が４月 17日にオープンしました。 

全長 9.5kmのコースは、遠刈田温泉街をスタートし、「みやぎ蔵王三十六景」の１つであるこけし橋、遠刈田こ

けしの工人の店が軒を連ねるこけしの里などを巡ります。蔵王ハートランドでは、蔵王連峰や遠刈田温泉街を一

望できる 360度のパノラマが楽しめ、ゴールの蔵王酪農センターでは人気の蔵王チーズも味わえます。 

仙南地域には、「蔵王・遠刈田温泉コース」のほか、歴史ある蔵の町並みを楽しめる全長 13.4kmの「村田コー

ス」があります。ぜひ両コースを歩き、仙南ならではの自然や歴史、文化の魅力を満喫してください。 

 

【地方振興事務所 地方振興部】 

次号は 11 月中旬の発行予定です 

ＴＯＰＩＣＳ 

mailto:oksinbk2@pref.miyagi.lg.jp
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/oksgsin-e/

